
１ 施設及び指定管理者の概要

２ 検証のための指標の推移
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人

（ 人）

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

（※）令和４年度については、上段に年間見込数を、下段（　）内には令和４年10月末までの実績数を記載。
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（※２）新型コロナウイルス感染症拡大等の影響により、補正予算で増額した委託料を記載
（※１）令和４年度については見込み額を記載。
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第１期：平成18年４月～平成22年３月（４年間）、第２期：平成22年４月～平成26年３月（４年間）、第３期：平成26年４月～平成31年３月（５年間）
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施 設 名

指 定 管 理 者 更 新 に 係 る 検 証 シ ー ト

えひめ森林公園 施 設 所 管 課

耐 用 年 数

農林水産部森林局森林整備課
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現 指 定 管 理 者
の 名 称

こ れ ま で の
指 定 の 状 況
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（3）経費削減のための主な取組み（平成３１年度～令和４年度）

（4）サービス向上のための主な取組み（平成３１年度～令和４年度）

（5）コロナ禍における感染対策や利用者確保のための主な取り組み

３ 次期更新に向けての評価等
 (1) 現指定期間における指定管理者制度の導入効果の検証

 (2) 次期更新に向けての方針及びその説明

　えひめ森林公園は、「県民の森林環境に対する保全意識の醸成及び森林環境教育の推進」を設置目的とし、適切な維持管理や各種イベ
ントの実施により、アンケート調査では、92％の利用者が「満足」、100％の利用者が「また来たい」と回答するなど、良好な管理がなされてい
る。
　さらに今後は、「とべもりエリアとの連携」や「施設再整備に伴う森林体験イベントの拡充」を継続して行う予定であり、更なるイベント事業の
拡充や情報発信の強化が求められている。
　これらの多様化するニーズに対応するには、民間の能力やノウハウ等を活用し、より良い住民サービスを提供する必要があるため、引き続
き、指定管理者制度を更新したい。

　令和４年度からは、県主催の下、ＳＤＧｓを軸とした「サスティナブルを体験するなら愛媛県立４施設」というブランド
の確立に向けて、「SDGｓ体験イベント」を実施している。
　指定管理者も当該事業に積極的に参画しており、学習プログラムの完成に寄与した。

＜コロナ禍における感染対策＞
　来園者へのマスク着用の呼びかけや手指消毒の徹底など国や自治体が呼びかけている感染予防対策に努めている。

＜利用者確保のための主な取り組み＞
○施設整備：ツリーハウス、キャノピーウォーク、木製ブランコの設置
○園内環境：フリーWi-Fi、ビューポイントの整備
○アウトドアイベント、ESDイベントの実施

○自前のボランティアが園内整備をすることによる人件費の削減
○森林ボランティア活動拠点フィールドを、森林ボランティア団体等が活用することによる維持管理費の抑制
○委託業者が保有する作業機械を活用した効率的な管理運営

利 用 拡 大 の
観 点 か ら
（ 利 用 者 数 、

利 用 料 金 収 入 ）
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（ 経 費 削 減 ）

利 便 性 ・
県 民 サ ー ビ ス 向 上 の
観 点 か ら

そ の 他 の 観 点 か ら
（前指定期間と比較して
特筆すべき成果、利用者
等の安全性の確保、収入
確保に向けた取組みの状
況（広告事業等）、その
他協定の履行状況など）

　ホームページの更新、イベント特設サイトの活用、公園内での各種事業パンフレットの配布等、森林公園の施設や
イベント開催等に関する情報発信を行うとともに、えひめ森の案内人会や森林ボランティア団体等の活動支援を行う
など、施設の利用促進に努めている。
　また、管理棟周辺では、職員自らが制作した動く手作りおもちゃやシャボン玉等により、公園を訪れた多くの子供達
が楽しめるよう努めるとともに、クリスマスツリーや門松などの季節に応じた飾りつけにより、来園者の目を楽しませて
いる。

　県民参加型の森林整備に取り組んでおり、園内に設置している森を森林ボランティア活動の拠点フィールドとし、
植林をはじめ、下刈り等の森林整備を行うなど、維持管理に係る経費削減に努めている。

　親切かつ適切な窓口対応や来園者の興味を引く園内整備により、利用者の満足度向上を図るとともに、施設の設
置目的である森林林業に関する理解を深めてもらう機会を提供しており、アンケート調査では、92％の方が「満足」、
100％の方が「また来たい」と回答するなど、大変高い評価を得ている。

○自然観察会、自然体験フェスタ等のイベント開催
○ボランティア等を主体とした清掃活動の推進
○HPの充実
○椎茸植菌・採取体験教室など独自のイベントの開催
○フィールドアスレチックなどの施設利用に関する情報提供の充実


